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（１）高血圧症治療薬（降圧薬）は、薬理学的な降圧メカニズム

の違いによって、（ａ）カルシウム拮抗薬、（ｂ）ＡＣＥ阻害薬、

（ｃ）βブロッカー、（ｄ）ＡＲＢ薬など幾つかに分類される。

以下、一つずつ説明する。

（ａ）カルシウム拮抗薬は、血管平滑筋細胞のカルシウムチャネ

ルを遮断して血管平滑筋を弛緩させて血圧を下げる。すなわち、

血管を構成する平滑筋細胞の細胞膜には、 Ca 2+（カルシウムイオ

ン）が出入り可能な Caチャネルがある。細胞外から Ca 2+が細胞内

に流入することにより血管は収縮する。安静時、 Ca 2+は細胞外に

多く存在しているが、何らかの原因により刺激が加わることで Ca

チャネルが開口する。開口した Caチャネルを介して細胞内に Ca 2+

が流入して細胞内の Ca 2+が上昇し、血管の収縮が起こる。カルシ

ウム拮抗薬は、この血管平滑筋細胞のカルシウムチャネルを遮断

することで細胞外から細胞内に Ca 2+が流入するのを防いで血管が

収縮しないように（血圧が上がらないように）働く。

（ｂ）ＡＣＥ阻害薬は、・・・・（以下省略）・・・・。
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